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研究成果の概要（和文）：（１）カクチケル・マヤ語では、文法的基本語順であるVOS語順が他の語順よりも文処理（
理解・産出）の際の負荷が低い。（２）それにもかかわらず、産出頻度はVOSよりもSVOのほうが高い。（３）目的語が
主語に先行する基本語順をもつOS言語であるカクチケル語の話者も、SO言語の話者と同様に、言葉にする前に出来事を
認識する際の順序（＝思考の順序）は、（言語で言えばSO語順に相当する）「行為者・対象」である。これらは、文処
理負荷を決める主な要因と産出頻度を決める主な要因とが異なることを世界で初めて立証したもので、SO言語のみの研
究から導かれた既存の理論に対して抜本的修正を迫る画期的な研究成果です。

研究成果の概要（英文）：In this study, we investigated factors affecting word order preference in the 
comprehension and production of OS-type languages such as Kaqchikel Mayan (a language spoken in 
Guatemala). We found in Kaqchikel: (1) The syntactically basic word order, VOS, induces less processing 
load than other grammatically possible word orders in this language such as SVO; (2) Despite that, SVO is 
more frequently used than VOS; (3) As in SO languages such as Japanese and English, in Kaqchikel, the 
most natural order that the speaker imposes on events when describing and reconstructing them nonverbally 
(= order of thought) is "Actor-Patinet", which corresponds to SO order in language. These results, taken 
together, show that the primary factor that determines processing load is different from the one that 
determines production frequencies, which calls for a new psycholinguistic theory that is equally 
applicable to SO and OS-type languages.

研究分野： 言語学

キーワード： 言語学　外国語　カクチケル・マヤ語　神経科学　実験系心理学　認知科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 日本語や英語など多くの言語の理解（聞く、
読む）や産出（話す、書く）の際に、主語（S）
が目的語（O）に先行する語順（SO 語順＝
SOV, SVO, VSO）のほうが、主語が目的語に
後続する語順（OS 語順＝OSV, OVS, VOS）
よりも処理負荷が低く母語話者に好まれる
傾向（＝SO 語順選好）があることが知られ
ています（図 1）。 

 
[図１ SO 語順の文を読んでいるときよりも、OS
語順の文を読んでいるときのほうが、左脳の前の
方（左下前頭回）の活動が高まります。このこと
からも、OS 語順の方が処理負荷が高いことが分
かります。（Kim et al 2009 より改変）] 
 
２．研究の目的 
 しかし、従来の文処理研究はほとんど全て
日本語のように SO 語順を統語的基本語順に
もつ SO 言語を対象にしているため、SO 語
順選好が個別言語の基本語順を反映したも
の（＝個別文法説）なのか、あるいは人間の
より普遍的な認知特性を反映したもの（＝普
遍認知説）なのかが分かりません。この 2 つ
の要因の影響を峻別するためには、OS 語順
を基本語順に持つ OS 言語で検証を行う必要
があります。 
 
３．研究の方法 
 そこで，本研究では、VOS 語順を基本語順
にもつカクチケル語（中米グアテマラで話さ
れているマヤ諸語のひとつ）の理解と産出の
メカニズムならびにその獲得の過程を、フィ
ールド言語学、理論言語学、実験心理学、お
よび脳科学の知見を結集した「フィールド言
語認知脳科学」の手法によって、多角的かつ
統合的に検証しました（図２）。 

 
[図２ グアテマラで実験参加者、共同研究者とと
もに。子どもからお年寄りまでたくさんの方々が
研究に参加・協力してくれました。] 

４．研究成果 
 その結果、主に以下のような成果が得られ
ました。 
(1) カクチケル語の文法に関する研究成果 

① カクチケル語は主語・目的語のいずれに
おいても項削除を許さない。 
 日本語のように「項削除」を許す言語とス
ペイン語のように許さない言語が存在する
のはなぜか、という問いに対し、2 つの主要
な分析が提案されている。一つは、自由語順
を持つ言語のみが項削除を許容するという
「自由語順分析」であり、もう一つは、動詞
が主語・目的語との一致を示さない言語での
み項削除が可能であるとする「一致分析」で
ある。本研究では、グアテマラで話されてい
るカクチケル語の分析を通して、この 2 つの
分析の妥当性を検討した。カクチケル語は空
主語・空目的語の生産的な使用を許す上、多
様な語順を示し、さらに動詞は主語・目的語
と一致する。本研究の結果、カクチケル語は
主語・目的語のいずれにおいても項削除を許
さないことが判明した。この発見は、「一致
分析」の方がより妥当であることを示し、項
削除の言語間変異に対して新たな知見をも
たらす。[論文 9] 
② カクチケル語の音節は左側主要部構造
（VC）で、フットは右側主要部構造である。 
 音節よりも大きな韻律領域（フット等）に
おいて、領域を構成している主要部と依存子
間の方向性（線形化特性）はパラメタ化され、
通常、左側主要部構造が無標で、右側主要部
構造は有標とみなされている。他方、音節内
構造は、普遍的に、核（主要部）が頭子音（依
存子）に後続する（CV）という右側主要部構
造を呈すると考えられてきた．本研究では、
カクチケル語の韻律境界標識の分布および
強勢パターンの観察を通じて、(i)音節は左側
主要部構造（VC）を呈しており、フットより
も大きな領域のみならず、音節においても、
主要部・依存子間の方向性はパラメタ化され
ていること、ならびに(ii)カクチケル語におけ
るフットは有標構造である右側主要部構造
を呈することから、有標的音節構造を呈する
言語は、音節のみならず他の韻律領域も有標
構造を呈すること、を示した。[論文 10, 3] 
 
(2) カクチケル語の産出に関する研究成果 

① 統語的基本語順である VOS 語順よりも
SVO 語順のほうが産出頻度が高い（図１）。 
 これは前述した 2 つの対抗仮説のうち普遍
認知説（＝個別言語の基本語順に関わらず普
遍的に SO 語順のほうが OS 語順よりも好ま
れる）を支持する結果である。[論文 1] 
② 目的語が無生物のときよりも有生物のと
きのほうが SVO 語順の産出頻度が高い。 
 これは文法以外の認知的要因の一つであ
る有生性がカクチケル語の語順の選択に影
響を与えることを示しているという点で先
行研究の知見と整合的である。しかし、これ



までの SO 型言語を対象にした先行研究では、
有生物が文の前のほうに現れやすいという
実験結果が示され、それを説明する文処理理
論が提案されている。しかし、本研究で判明
したのは、カクチケル語では目的語が有生物
のときに文末に現れやすいという衝撃的な
事実であり、先行研究による一般化や理論的
仮説の再考を迫るものである。[論文 1] 
③ カクチケル語話者のジェスチャーの産出
順序は SOV（動作主・対象・動作）と SVO
（動作主・動作・対象）が半々であり、SO
型言語の話者の場合と異なる。 
 先行研究で、SOV 言語（トルコ語など）の
話者も SVO 言語（英語、中国語、スペイン
語）の話者も他動的事象をジェスチャーで表
現する際には主に SOV（動作主・対象・動作）
の 順 序を用 い ること が 分かっ て い る
(Goldin-Meadow et al. 2008)。ジェスチャーは
言語化以前の思考（メッセージ構築）の順序
を反映すると考えられており、この結果は、
個別言語の語順に関わらず思考の順序は普
遍的に SOV であることを示唆すると受け止
められている。これに対して、本研究の結果
は、普遍的な SO 語順選好とともに、個別言
語の文法的な特性が思考の順序に影響を与
えることを示唆している。[論文 4] 
 
(3) カクチケル語の理解に関する研究成果 

① カクチケル語では産出頻度が一番高い
SVO 語順よりも文法的な基本語順である VOS
語順の文のほうが文理解の際の処理負荷が
低い（図 3）。 
 SO 型言語を対象にしたこれまでの研究で
は、どの言語でも産出頻度が高い語順と処理
負荷が低い語順が一致していた。本研究は、
VOS 言語であるカクチケル語を用いて、この
2 種類の語順が違う言語が存在することを世
界で初めて実証した。これは個別文法説（＝
その言語の統語的基本語順が処理負荷が低
い）を支持する結果である。[論文 6, 2] 
② 目的語が有生であるか無生であるかに関
わらず、SVO よりも VOS のほうが処理負荷が
低い。 
 これは、上述のように目的語の有生性によ
って産出語順の頻度が有意に異なるにも関
わらず、文理解の処理負荷に対する目的語の
有生性の影響は有意ではないことを示す興
味深い結果である。[論文 8] 
③ カクチケル語話者の多くはスペイン語と
のバイリンガルであるが、日常生活における
スペイン語の使用時間の割合が高い話者ほ
ど SVO 語順の処理負荷が低い傾向がある。 
 従来から、カクチケル語で SVO 語順の頻度
が高い理由の一つはスペイン語の影響であ
るとする指摘はあったが、科学的な証拠がな
かった。本研究によってその直感の正しさが
実証された。[論文作成中] 

④ 脳波実験の結果、VOS 語順の文に比べて
SVO 語順や VSO 語順の文を聴解している際に

P600 と呼ばれる脳波成分が観測された。 
 これは、SVO や VSO 語順の文に統語的移動
が含まれていることを示唆しており、VOS が
統語的基本語順であるとするマヤ言語学に
おける伝統的な分析を支持する結果である
（図３）。[論文投稿中] 
 
 
 
 

 
[図３ SVO で観測された P600] 

 

⑤ fMRI を用いた実験で、VOS 語順の文に比
べてSVO語順やVSO語順の文を聴解している
際に左下前頭回などに賦活が観測された。 
 これは、VOS 語順の文に比べて SVO や VSO
語順の文のほうが統語的処理が複雑である
ことを示している[論文作成中]。 
 
(4) カクチケル語の獲得に関する研究成果 
① 基本語順の獲得 
 上述のようにカクチケル語は基本語順が
VOS であるが、比較的語順の自由度が高く、
SVO や VSO も用いられる。特に SVO は VOS
よりも産出頻度が高い。それにもかかわらず、
カクチケル語の環境で育っている子どもが 3
～4 歳児の段階で既にカクチケル語の基本語
順が VOS であることを獲得していることを、
真理値判断課題等を用いた実験で検証した。
[論文 7] 

② 疑問詞疑問文の獲得 
 カクチケル語では主語疑問詞疑問文と目
的語疑問詞疑問文は語順では区別できず動
詞の語形に基づいて区別しなければならな
い。カクチケルの子どもは 10 歳程度になる
までこの区別を安定的に行うことができな
い。[論文作成中] 
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